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水資源学シンポジウム「国連水の日一気候変動がもたらす水問題」のお知らせ

主　催：日本学術会議水資源専門委員会，水文・水資

　　　源学会，国土交通省水資源部

期日：2005年3月23日（水）

場所：日本学術会議講堂

　　　（東京都港区六本木7－22－34）

後援：日本気象学会他

趣旨：昨年の日本の夏は，西南日本の一部で旱天が

続き，一方で多くの台風が上陸して大きな洪水被害を

もたらした．これらは，一部では「地球温暖化・気候

変化」の現れのひとつではないかと報じられている．

この「地球温暖化・気候変化」に関しては，地球シミュ

レータの成果など，これまでにない高解像度で将来の

変化が計算されるようになり，日本では年々の降水量

の変動が大きくなる，台風は数が減少するものの強大

化する，積雪量が激減するといった見通しが議論され

るようになっている．実際に，日本列島の気候につい

てこれまでとは異なる状況が確認されているのであろ

うか，また，今後どのように変化していくと考えられ

ているのであろうか．そして，それは各流域や日本全

体の洪水や渇水，水資源，社会・生活，生物などにど

のような変化をもたらしているのか，またもたらすと

予想されているのか．

　シンポジウムでは，近年と将来に関する気候変動の

状況についての最新の観測結果や研究成果を確認し，

その上で，水循環や水資源に及ぽす影響とその管理の

問題を整理する．また，人問社会，農業生産や環境，

生態系に及ぼす影響の変化も含め，水資源学や水資源

に関わる技術・制度でこれらの状況の把握や予想され

る問題に対応できるのかを議論する．

プログラム（講師未定）：

1．挨拶　日本学術会議・水資源専門委員会，国土交

　　　　通省（10：00～）

2．基調講演　「気候変動と水資源」（仮題，10：15～）

3．報告講演（11：00～，途中昼食）

講演1
講演2
講演3
講演4
講演5
講演6

気候変化に関する最新の予測

近年の日本の気候変化

近年の日本の洪水と渇水

気候変動と水循環・水資源，

気候変動・水循環変動が社会に及ぽす影響

気候変動・水循環変動が農業に及ぼす影響

4．総合討論（15：00～）

5．挨拶　水文・水資源学会（16：50～）
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